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んど影響を示さず，また急性毒性は 1 g /kg以上であった。
ADP による虚血性不整脈モデノレを検討した結果， AAPが有意な抑制作用を示すことを認めた。ま
た実験的血栓症モデノレに対する AAP の作用を検討したところ，動静脈シャントモデソレ， lauric acidに






( 1 -14C) Acetamidino-AAP (14 C-AAP) を合成し，マウスにおける生体内分布，蛋白結合およ
び代謝について検討した。 14C-AAPは静脈注射後数分で腎臓，心臓，肺臓，顎下腺などに比較的多く分
布し，作用臓器の心臓においては投与後 1 -6 分に貯留が起きることを認めた。血中半減期は約10分で，




特異性の高いradioimmunoassayを確立した。本法による正常ラット心臓のAAP値は 16.6 X 1O-8 g/g , 
血清では 5.4 x 10司8g /11'Ii，であったが Ca誘発不整脈時に心臓では 2.4 倍の 40.3 X 10-8 g / g に，血清で











4) AAP の生体内動態について( 1 -14 C J acetamidino-AAPを用いて検討し，血中半減期は約1的j:，
尿中には 3 時間で投与量の68%が排植されること，組織では投与後 1 -6 分において心臓に貯留し，
? ???
生体内では未変化体のまま存在することを明らかにした。









症モデノレ(動脈性血栓:頚動静脈シャントモデノレ， lauric acid誘発末梢動脈閉塞症 肺血栓: lactic acｭ
id誘発肺血栓，冠動脈血栓 :ADP誘発冠動脈血栓)において抗血栓作用を示し，その機作として血小
板凝集抑制作用を有することを認めると共に，虚血性不整脈に対する有効性を示唆した。一方AAP の
生体内動態について[ 1 -14 C J acetamidino-AAPを用いて検討し，生体内では未変化体のまま存在する
乙とを明らかにし，その定量法として内因性AAP を測定できる鋭敏で， しかも特異性の高いradioim­
munoassayを確立した。そしてAAPの存在を血中に証明するとともに，心臓および血清中AAP レベ
ノレがCa誘発不整脈時に著明に上昇することを認め， AAPが心臓機能調節に関与する生理活性ベプタイ
ドである乙とを強く示唆した。
よって薬学博士としての価値ある論文と認める。
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